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１ 対象校・位置・実施年度 

２ 設置の目的 

３ 基本的コンセプト 

 

 

（１）対 象 校  海洋科学高等学校 

（２）位  置  海洋科学高等学校敷地（横須賀市長坂１－２－１） 

（３）実施年度  令和４年度 

 

 

 

○ これまで海洋関連の産業教育の専門学科として取り組んできた教育活動を継承・発

展させるとともに、水産、海洋関連産業の担い手に求められる知識や技術、技能や資

格を持った人材を育成し、専門性の深化を図る。 

 

○ 本県の水産業振興の観点を踏まえ、漁業従事者等の地域産業を担う人材の育成を図

る。 

 

 

 

 ○ 学年制による全日制専門学科の県立高校としての教育を展開する。 

 

○ 学科の特色をいかした教育活動の展開 

これまで長年培ってきた水産・海洋教育を継承しながら、水産に関する４学科（船

舶運航科、水産食品科、無線技術科、生物環境科）において、地域社会や産業界のニ

ーズに対応した新たな教育活動を展開する。 

 

 ○ 将来の職業人の育成 

水産に関する学科として教育活動を展開し、水産の各分野に関する基礎的な知識・

技術から高度な専門的知識と実践力を兼ね備えた職業人の育成をめざす。 

 

 ○ 船舶の運航に関する教育の充実 

船舶運航科では、船舶の運航や漁業生産、船舶の機関や機械装置の運転・管理等、

船舶における知識・技術を身に付けるとともに、船員としての規範意識やコミュニケ

ーション能力の醸成を図る。２学年以降は、航海系と機関系のいずれかを選択させ、

漁船をはじめとした船舶の安全な運航・管理に従事する航海士や、船舶の機関及び機

械装置の運転・管理に従事する機関士等、船舶の運航を支える人材を育成する。 

 

 ○ 水産食品に関する教育の充実 

水産食品科では、水産加工品を中心とした様々な食品の生産をとおして、食品原材

料の特性を理解し、食品衛生の意識を高めるとともに、多種多様な実習及び実験を行

い、食品の製造・調理や流通等に関する知識と技術を身に付け、食品産業従事者とし

て活躍できる人材を育成する。 
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４ 設置形態 

 ○ 無線に関する教育の充実 

無線技術科では、船舶の安全な運航を支える無線設備の運用及び保守管理の知識・

技術を身に付けるとともに、無線通信の秩序を守る責任感と自覚を養い、移動体通信

業務や造船分野等における技術者として活躍できる人材を育成する。 

 

 ○ 生物環境に関する教育の充実 

生物環境科では、水産生物の飼育と種苗生産、沿岸漁業や海洋環境・生物調査等の

活動をとおして、水圏の生物と環境について理解を深め、生命を扱う責任感を培うと

ともに、環境保全に主体的に取り組む態度を養い、水産業の発展に貢献する人材を育

成する。 

 

○ 体験的な教育活動の充実 

地域に根ざした学校として、地域や産業界との連携を積極的に推進するとともに、

実験・実習等の体験的な学習活動に軸を置いた教育活動を展開する。 

 

 

 

（１）課  程  全日制の課程 

（２）学  科  船舶運航科（水産に関する学科） 

水産食品科（水産に関する学科） 

無線技術科（水産に関する学科） 

生物環境科（水産に関する学科） 

（３）学校規模  全日制の課程 ４８０名（各学年１６０名 ４学級規模程度） 

船舶運航科 １２０名（各学年４０名 １学級規模程度） 

水産食品科 １２０名（各学年４０名 １学級規模程度） 

無線技術科 １２０名（各学年４０名 １学級規模程度） 

生物環境科 １２０名（各学年４０名 １学級規模程度） 

※学級規模は予定であり、入学定員の発表時に確定 

（４）修業年限  ３年 

（５）学  期  ３学期制 

（６）履修形態  学科ごとの科目履修及び選択科目による科目履修 

（７）授業展開  ５０分６限を基本とし、必要に応じて弾力的な授業時間を設定 
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５ 入学者選抜 

６ 教育課程 

＜日課表＞ （予定） 

 (月) ～ (金) 

ショートホームルーム  ８：４５ ～  ８：５５ 

１  校  時 ９：００ ～  ９：５０ 

２  校  時 １０：００ ～ １０：５０ 

３  校  時 １１：００ ～ １１：５０ 

４  校  時 １２：００ ～ １２：５０ 

昼  休  み １２：５０ ～ １３：３５ 

５  校  時 １３：３５ ～ １４：２５ 

６  校  時 １４：３５ ～ １５：２５ 

清     掃 １５：２５ ～ １５：３５ 

ショートホームルーム １５：３５ ～ １５：４０ 

 

 

 

（１）募集の区分 一般募集（中学校卒業見込み者及び中学校既卒業者） 

（２）選抜の区分 共通選抜 

（３）選考の方法 事前に公表した「公立高等学校入学者選抜選考基準」に基づいて、

選考する。 

 

 

 

（１）基本的方針 

○ 在籍３年以上で、高等学校学習指導要領に基づき、必履修科目を履修し、学校に

おいて定めた卒業単位数を修得することで卒業とする。 

 

○ 専門教育に関する教科・科目の履修については、２５単位を下らないこととする。 

 

（２）教育展開の方針 

 ○ 基礎的な科目から発展的な科目を段階的に設置するとともに、体系的・系統的な

専門教育を展開することで、基礎的・基本的な知識・技術の定着を図るとともに、

地域や産業界、県立高校生学習活動コンソーシアムなどの資源を活用した教育の展

開をとおして、水産・海洋関連産業の担い手に求められる知識や技術、技能、資格

を持った人材を育成する。 

 

 ○ 地域や産業界との交流を通じた体験的・実践的な学習活動や就業体験活動、長期

間の現場実習等を積極的に取り入れた系統的なキャリア教育を推進する。 
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（３）編成の方針 

  ○ 共通教科・科目、専門教科・科目及び選択科目で構成する。 

 

  ○ 基礎的な科目から発展的な科目までを設置し、体系的・系統的な教育課程を編成

する。 

 

  ○ 集中講座による実習など、柔軟な授業形態による学習活動を展開する。 

 

（４）教育課程表（予定） 

 

（○囲いの数字は単位数） 

※ 教育課程表は予定であり、変更することがある。 
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※ 船舶運航科は、水産の基礎・基本を学ぶ学科共通専門科目を学んだうえで、２学年以

降、航海系、機関系いずれかの教育課程を選択し、専門性を深める。 

 

※ 船舶運航科「総合実習」について 

２学年の「総合実習①」は５日間の集中講座、３学年の「総合実習⑫」は約３か月間の

航海実習を行う。 

 

水産に関する学科の体験的な教育活動の特色をいかした科目について 

地域や産業界との連携を積極的に推進するとともに、実験・実習等の体験的な学習活動

に軸を置いた教育活動を展開するため、学科の基本的コンセプトを踏まえた学校設定科目

を設置する。 

 

＜主な科目＞ 

水産デュアルシステム … 

 

地域の産業の特徴を踏まえ、企業等における産業現

場実習をとおして、水産食品、無線技術、生物環境の

各分野における実践的・専門的な知識と技術の深化、

総合化を図るとともに、社会貢献に主体的かつ協働的

に取り組む態度や問題解決能力、自発的創造的な学習

態度を身に付ける。 

 

 

船舶調理実習 … 

 

水産食品に関する基礎的・専門的な知識や技術を踏

まえ、大型実習船を活用した実習により、船舶料理士と

して必要な知識や技術を身に付ける。  

 

船舶通信実習 … 

 

無線工学や通信技術に関する基礎的・専門的な知識

や技術を踏まえ、大型実習船を活用した実習により、船

舶通信士として必要な知識や技術を身に付ける。  

 

※ 「船舶調理実習」と「船舶通信実習」は集中講座（自由選択）とする。 

 

（５）学習指導の工夫 

  ○ 専門的な知識や技術の定着のために、学びの質や深まりを重視し、課題の発見や

解決を行う探究活動に向けた主体的･協働的な学習活動の充実を図る。 

 

  ○ 将来のスペシャリストとして必要な基礎的・基本的な知識、技術及び技能を習得

させるために、地域や産業界等との連携を図る。 

 

  ○ 共通教科の展開では、専門科目を学ぶ上で必要な基礎・基本の確実な定着を図る

ために、習熟度別等の少人数での学習活動ができるよう配慮する。また、専門科目

の展開では、科目内における実験・実習、就業体験や現場実習などの体験的・実践
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７ 施設・設備の整備 

的な学習活動を充実させるために、少人数での学習活動ができるよう配慮する。 

 

  ○ 基礎的な内容から発展的な内容を体系的・系統的に学ぶ中で、生徒一人ひとりの

個性と能力の伸長を図り、自らの進路希望や学習目的に基づき、生徒が主体的に学

習を進めることができるよう指導する。 

 

  ○ 課題研究や水産クラブ（研究・成果発表に取り組む生徒の集まり）などの活動を

とおして、生徒のコミュニケーション能力やプレゼンテーション能力の向上を図る。 

 

（６）生徒指導等の工夫 

  ○ 基本的生活習慣の確立と規範意識の醸成に重点を置いた指導を行う。 

 

  ○ 特別活動（ホームルーム活動、生徒会活動、学校行事等）や部（同好会）活動等

の集団活動により、さまざまな個性を相互に尊重し、互いを高め合う良好な人間関

係の構築をめざす指導を行う。 

 

  ○ 生徒と教員との信頼関係及び生徒相互の好ましい人間関係を育むとともに、生徒

理解を深め、生徒の状況を的確に把握し、さまざまな課題を抱える生徒に対して、

一人ひとりに応じた適切な配慮や支援を学校全体で行う体制を整える。 

 

（７）進路指導の工夫 

  ○ 生徒が自己の在り方、生き方を考え、主体的に進路を選択することができるよう、

学校の教育活動全体を通じてキャリア教育を推進するとともに、生徒一人ひとりの

進路目標の実現を図るため、計画的、組織的な進路指導を行う。 

 

  ○ 教育課程や学習指導と一体化したきめ細かい進路指導や、就労や進学に対応した

ガイダンス機能の充実を図るなど支援体制を確立する。 

 

  ○ 水産・海洋に関するさまざまな体験活動をとおして、職業人に求められる協調性

や倫理観、規範意識を身に付けさせるきめ細かい指導を行う。 

 

（８）学校経営 

  ○ 学校教育計画に基づき、学校評価システムや学校運営協議会制度（コミュニテ

ィ・スクール）をいかすなどして、一層充実した自律的・組織的な学校経営に取り

組む。 

 

 

 

 ○ 専門学科の教育の展開に必要な施設・設備の整備を行う。 
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８ その他 
 

 

 ○ 専門学科の教育の展開に必要な職員の配置を行う。 

 

○ 新型コロナウイルス感染症の感染状況等によっては、計画内容について変更を行う

場合がある。 
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